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JIて'’.＇度；謹理峻 ・{t，帥叫的と＂てある．地帷知鰐武、尼熱粋 1用，庄麟•森物和 1用などは，］舷晋及しつつあると/;[言え，晋凡年1廷 'iさい．
俎駅＇／ :r.温翌1:Jぅける熱<l):訊とも1'.ご麟する要因1ご注意Lつつ，；釦エネ切策If)巻紅考えるが、その前に、いくつかの用藉(/)定代を与え-,,,:.鯉 1ごおける熟If)決9•l吃理解しよう。
1.はし9めf2
197畔 JヽAr年の石油価1骸高I店1：：もかかわらず，栽国の固芸か包設，t揺讃I;/,図11：示すように、 i衣然として増火籍向砂I哨している．こ/f)J曽文1邸向ば、次([)3,の理由によ）支えやれていると考えられる．すなわち、国民の'温空伊物'1：：対する根隙い儒要，叡Iご、園隷象吟n同年均苫化への芍灯，第3/こ，訊 I：よる塩Iネ叩杓切である．
l餞 0年にあIする打回湿窒総面柑30.JI？如
(J)うち，鳩告面t{J:t/3,)/7•他を占め、暖房叩伺石油使用も1約/30 7J紐であると言われている．表11t.1):物別の方柑緬吋、暖房面頂，石油1む腿を示したものである，我国鐸の年「吋．固石油便用虻1討勺之熊．か籾絨であるかぢ、温＇主援労用石逍 llJ．わずn‘、そのO.5'/.t占めるにす、切｀ lI n＼●、方諏囮只経~堂の如恥‘らみると，キュウ＇）、ナス，ビーマン，かネーシ 3ンなどの蜘冬栽培,:おいて、峡房用直油代は、全｀ 王必喝'{f)/O~l/0'I.を占めると言加1吃る． したが立，効率的な嗅房および1兒滋IJ、令訊該灼i繹＇切｀なn巧丁舟与し用ると縣酎釈＇’さる。徊乱，て、太陽エネIL'¥＇’の利用は，む潤謀 If)本来俎F乞と＇）戻さ t.喝栽培法であるとも肖ぃ叶る．
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2，ン釦エネ1ご訂する詳灯築I旺i見
i諏麒Iごおげる准エネ灯策として内外て検討、また11知餃叶＼ている誌方従を楼房資節哉＇という靱，屈 n‘ら3とめたI!)が表2である，届l表にホす様1乙話方策／］、 （1)室温他戒 (2)放即Ip刺、 (3)哨知効率向ヒ、 （1/.) 代＇替然叩吼 (5)拷釦歎樟！R¥',(/)51に文が1'’ ぎヽる．ただし， （5)の棟合1製屯圏砕/;i、邦‘る0度房術恥訳l.rで＇勾＇＜，｛褪贖啜問による）／樟噌丈、病屯千防町司,1庄成を目均として↓ Iる．
よ記緒芍苑If)うち．枚｀囮12ぷ＼げる隠房ガ＇蘭〕涸KI棗として散も咽—凡している (J)1丸表 31：：ホすぷうに、 1呆滋用可吃hnーテレて＂あ＇）、；欠
3 然彫埓．校長1烈喝数あ⑰汲約諏一般に，琺明温窒内(/)気湛四け直虹小面t 1い、温窒外吐面ど窒叩‘り皮外に向，て熱も知り［じる（図2)．すなわち，
和烈骨連項流宇Xク侶緬4ix籾狐溢羞
(1) 
上式12ぶr)る熱貫流半Iコ，表午に索すごとく、祓佼叡オなどによ-,て異なる．
温座が克令窓肉でない）：易合/;!,．影紐もJ.外に1見気f云俗tが存仕し，硬如りに、
1訊 1烈峠＝1良気邸囀む外壁訊x窒閃9ばれ温羞 (2) 
と表1伏される． 1免気釦‘祖肉じて>Iる杖態での1免気1Et閥淑,:r表51ご示すこ’'とく、然貰洪半/[),t勺'/;o以下である．
さて、 度成熟量と1良気1云熟是のねとして定必ざ Iれる璧伽諏臼I;/, Lたが'7て、
壁面従祝，＂：＝））加印奴外壁面棲
x室内外気温差 (3) 放，屯冬i印繹紅窟成ギ月使即云烈麟('I-)
と私訳叫る． J:_記谷，f吋 Iプ宦内から』をクトに如1るとさ，正r界一月tとるとする．表51：示した仕,.t椋翡値であ＇）、灼靭 1』I;/，睛雨天，風追、国4オヘの柿釦灯5ri と 1 コ~') 9ク＇少
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知する 2こが知ら中ている応詳細巧い
ては未だ不明霜，而ある，
合 明房麟1)算定式 i)
図:2Iご示したよ加、温室では、壁面以外
に床面にあいてt釦の出入＇）か 9月在し、 ：れ
を地中1訊松iーと呼ぶ地中四．峠lat-セ面h‘り
窒閃I:伺って琉れるとさ1ご正筍告どとるとす
ると、宦温をある殷足f』I昧街奇するための9度
房負荀（暖房lj,.‘思熱Y)la, 
咽房負荷二壁面稀粒杜量マ床面積
Xe農房峙地中1云紐t (~) 
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と表わされる、暖房和呼1豆柑1l,I紐の
ように麟，地表面温危、 1兄温かテン内
面鵡rJ‘ど）:J,て大哺1こ‘受れ）、正負いず
飼符ももと’1得る．
麟及房負荷と1l,栽培期晒靖来（内
外気温差載丈）吋の媛房麟で，暖房毅備(/)
旺狐めるf諏となる． Jた，期囀房負
荷とは、科｀ 培吟期向またIJ知のうちの一足
疇心磯紐和＇’、一定期耐疇料
"量などの子湧1)の1碍となる．すり‘わち、
紐訊麟噂紺紐畷砂（最籾雌足を温~ー栽培期叫iさクト氏退）一
顔柑X最和知暖房明J:1!.ヰ1E臼 (6)
飼暖房負荷吋沼麟X外吐酎ix暖房テ','7’’'1 アワ——雌面猜遺房峙氾中
輝世 (7) 
暖房デり’',,了 7ーニと（品呼殺足宦瑞一
品時クト気温 (fr) 
と表わされる．だだし、勝房デ'7.'）アワ-|J
虞麟がクト気温J')麻Iと、そ r，',1・「噂如
ある（虞麟h'｀外気温より1釣tれば＇，哨房不1必要）．暖房デグリア•ワーの、駕和 Ir:/ 日 E]
1: ついてなされる喝合は、籾阜位/J吃 h•A-1J
とな'I,I月間I2ついてなされると尼h・mo叩
と心‘る。
5 _I伎房麟麟＇t護疇奴疇紅
見上の船位支的考案を通じて、 9笈房負荷を
小さくするには，概裕
(i)放麟数を小さくする，
(i)外壁酬1:j,1する床函知北(1和温比と
いう）を文とする．
(ii)地中i烈恩せを大（正笥号）とする．
（［V)暖房初'’')アワー を小さ〈する（空温設
定値を1':くする），
17)牛つの方策がある：：とがわがる。そごて"、
まず、 （i)およ(f'(ii)の方策につ1て， 更に，
，，，得しく考えてみよう，
a) 放熟緑'’
温室叩麟噂熱節数を1卜さくするための雌麟1,
(i)可机一屠印砂＇二浄 1民温カー、テ 'J
(i)固定二重被覆あよび穫層板、
(ii)可tn外面抜履（ワラゴ‘モやプうスチヽ ,7
貨ネオによるコモ1硝協）， ｀ 
(iv)可わ紅瑾材の搬送を温＇差捐漣と一 i和'C
した初ステムで＇氾煎 Lたぺしット方式、
躙眉方式など，
の4方式／ご天屈＂ぎる．いずれの方式にちい
ても， f舷 I雄托数ゆIさいのて＇；放茄紐
はほぼ然豹埓1こ苫しくなふ
(i)噌hカーテ｀ J
現在、孜も晋没している可豹刀ー テン方式
によいて，被屑材吋饂,:よ只然酌絆nゞ
異なるのは主として，祓屑肯材の長波放前の
輯・反約特I’/J)相異に起因する． 2>/'I.は、
熱賞成が，祷覆習材内外面におげる対流と放
甜の両方の伝達形9もに影響、ゞ 小るかりである．
藷如麟半が雌約小さい（紐和’
火きい）幽ビニ）L71JL.ム・カー テ‘パ漁
馴；絆1：：上［して，長波放釈酋薗半が恥（吸収半か I｀Iヽざい） It、゜リエチ L ｀ノ• 71)Lム・か和
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＇”附訊半 1す天、きく，長波放射反射率1/)高い
（吸収ギと透過率1lゞ1、さい）ア）しミ焦着フィ）し
ム・刀ー テンのそれは小、ヤい。覧材If).t下面
で反射半が晏なる場面は，反卯面I.tiごした
方が然貫流幸柄lさくなろと言われている．;/)
釦疇、ざが'(}.2m叫荘I!)場合，蘭材疇さ
，，，熟伝蒋半,:r然貫庶辛Iごぽとんと彩響乞与え
ない．
(i)固定二重被霞および視層板
瞑二咆被肩あるいは褐舟板疇間隔1;t,
約匹叫上であれ1',烈項ぅ研半にあ訓影響
を与えない．屠暉恥紬応で1;f層向紅＇狭庚
げる1可ぴ和絆lJ文とQ‘る。表l/-におい
て、同一9m/l)租玩であ囮、回定二咆椋
履の然貫流宇の方が可靭一層カー 子‘/(/)そ収
より仲＞）卜、丁いの1ば．霙二層被屑で＇は，ニ
層間の空気し足クトの空気との交換がほとんど
魚いたの、屑淋初対流呼P制、ヤれるかりであ
ると言われている． ． 
空恥試9卜酎請；去5)既毅炉）スが疇I
壁内視’Iご回定被覆するごとが困難である場合、
図31ご示すように， 2杖の71ILムを温＇差の
輝 l2張'l，その7ィ）Lム1司1：：小型ヴロワー
を用いて空気を恙／込も空気吠込式クト面被霞
法が考案さ収ている． 2/[)方式,;、 (1)叡才
和ゞ 、的ゎめて寺い，（i）施工が高単，（3泥
底1生がある，などのf雑切＇ある，小型プロア
の消骨竜力JJ/0咋 1/0.1KWて＇屑げ］代 1t50
円／!Oa/a以下である．瞭房デグリアワー が
I St・h・d.・1(!)場合，節油量を金怨換耳1ごし
て背ネオ音と比較すると，襄材貨は約1ヶ月で＇
償却、がれると言われてl'る．図4、図5/：否
方式の晴島を示す．
b.地中伝然量
(S)~ (~)武＇中の地中1云枯fnゞ正符号で天、ぎ
いほど，暖房負荷l叫、すい．南東地方(/)-屠
カーテン•キュウ＇）上耕栽培温を（和向平均
窒温／2℃）におげる匁阻夜間氾中叫峠/J、
甲加‘梵照し，昼間1こ床面If)直待日釈寸吸JIinゞ＇
ない揚合でf;~/0だca.£rn刃け，悶植1§数j阻
向以内て＇床面の直特日射吸収がある場合で／ 0
~20私』而研-J社度である．上記の場念
氾中1云然-tiこ床面信を東じた1亙1ゴ壁副紐セ
の／O~；0%を占めるから、氾中1云熱t(/)火
小1嗚房負荷雌緑‘に影響麟1ます．
地中1云熱量1ま，夜向の保温被屑下で'1:r,大
旨、窒温と地表面温度の差に比1夕」する． Lた
ヵ臼て，室温t紐紐n<,1ts1すれ11，一絃1：：，夜
向咆中1租骨Ij文となる．逆に、を温毅足1直
n鳴 1tij"Iば，地表面；盈應の方が生温よ')15.く
な＇），兜中 1反熙-tn項待号（然ぅ成が下向、ぎ）
だなるごとがある． ごの場合，暗房負荷/;t壁
釦部をよリ火となる．
経常的）こ狩向の祀中1云熟量を増大するにJ,
翻/-:'.おげる和句ぎ尼中1云熟量を増文L、タ
叫で1ご氾温を上昇させておく'.!i‘要がある．
和の「：t/)/ご／Jふ向，
(i)温宦内への逸囲叫護を文とし，てさる
限'1床面の直持日射吸収E文とす々
(i)床面託童を抑」し、日内寸エネIL苛＇硲吃
温お砂＇笙温上昇のた r1)1:'.消南、ヤれるよ
うにする．
(ii)吐面放然をを増火さセない範囲内で昼
向嗜温を沿く柑紆し、力‘9，尿面付江
醒知俎旺促進させる，
立 "/l)灯策が必要てある． しかし、ごれらの
嘔 li,1印勿利培管理の利約から、笑現田肛
ば場合hサある．
知 Dぅ翻諄の夜同年9卜気温差
啜房を亡ずに、版咆は'1呆渇被履I'.地中伝熙
老だITで，夜向宦内外恥堤差訪・CI靖国で
、きるP‘を知るには、 (3)月｀を (5)武｀i)E辺1/)
暖房負荷2ビロと置いた武｀ I2代＇入して，
喜温蓋轟彗攣 (q)
とすれば｀ 良い。上式｀ において床面Uタト吐面
禾［を1呆温比と呼んでいる．たとえIゴ； 1免ぅ品はこ＇
0.7、放k碩数／．9(ポ’I千し＇ノ十ア ILミ
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瓦羞フィ）Lム・ニ舟カー テン）， Q.-:)9(へ’ 叫と同程度の）＼゜ 1プ内面熟な役面積を1Ji-‘
5 レ，卜被霞）伍必 m ―2 炉•¢—l, I『中1云熟董 要とする．施工炉および材料骨,;ゃ〉裔Iか｀、
!O如切サ戸仰場合，を内外気温差,;r、 匹的紋Lた晋及授肘である．
各々， 3.7•C, 17. ？もとなる．すなわち， b) 5鰐l送凧水蓄熟方式
放態1綬立1、さくすれ1’；焦加灌で't、力｀な 本試I託集文浮／こ上いて至杞h哺］発中
')の＇室内彬訊差を樟将し用る．上肛の租温 のものである。峻荏の縦約図およひ掃的図ど
授府ど要約したのが回ムである。 回81：ホす．水チュー ブ9/1)4-1目を送風叩',7
トで囲ぃ． その一J~i に送凩扇と 1胤える。本核
/,.内it甚岱型芥穫餌'I用温室 晋ど羞を疇勾た1議面下に理殷する。本
叔回南東以西においては、冬期と言えども， 方月'{[)丹徴/;/,
C u' 晴天てあれば、昼罰の宏南温室内気温J;,t過ふ (1)蔑家が自年で＇、吋る装翌である．
温(]5"~30℃以よ）とか1、LIH1a・.挽 （2)蓄熟体としては，溶材比釦吠和＊
fr.Iごよって外部に然を遥が＇してやる似要が生 を用いるので，蓄熟條芥諄pゞ小さい．
じる．温室内の昼向におげる： IJ)紐 J熱ど蓄 (3)＊＋ュー ブ'4厨への区凪1:よ')．水の
え、夜向の暖房，熟溌とする方式ど内秤集紐型 自然訂蒲濯＇庄じ＇やすく、今ューフ '1勺衣
知賜紺訊温客と呼ぶ。すなわち、某放然装 温呪緬介和吋ーになる． Lたか戎
晋It,原則として，宦温n‘一定温度（たとえ 単位面視当）の熟戻段量が文となる(f)t:’
ば、 25℃)以ょ，および一定温度 (r：：とえ 熟如抱面紐‘尻｀ け〈て良い。
屯／ 2 ℃）以下のと、年1月f/Jする．ごvl1;t, (4)和績叩匹設立1紐温破覆切みて，
・一、 温空そのものを条，然婆忙とするのて’、温窒タト 宦内外骰犬気温差を／0'じ12甜拾する(/)
I ヽ
， 
に笑然長領を殷晋する外『陳熟型I？比べて， 1ては，凡面莉{/)/9~20％を茶装箭(/)
勺くの判，吾渾ある．表ZにポLたように，内 妓箇／：当てヰt/切＇良い． I 秤茉然型に 1J9クくの方式n\•あるn〗 ? 2でIJ, 茶方式I味暉応、う↓hた投術と応ていな
I( 
把屯的交挟方氏、強刹剥珀＜菅熱方方式／2つ "¥(!)で＇、細か叫紋’'は未糀恥向題があるか＇
いて荷単I:紹介する。 施讀，襄材和’あよび運転恥＂定 1面であるのa）地中熱妍毯釦翌 て｀、将来任l訊ると考えられる，表紅，ニ
卒方式＇ば山本雄二郎氏によリ考定、ヤれた t 層様復知D温甘うスを1ご科装置を設畳 Lた喝
ので，現在，紺国て＂森も広く普攻している内 飼内外気温差など詞し「北のである．災
秤某然型太陽御J用温窒である。地中熱交1見 放熱能力は、釧正のI叫中熟嫌滋名と /;j/狂1司
温窒吋慕造Iす，凹7,:示す通＇）で＇，その特徴 昇である。
J は、以下の2点である．
(1)蓄然楳体として、床下:t.壌ど判用する。 7.雌嵯熟装団の栢1卸法 5')
(;z） f絞挟It釘下1/.0~/00c,mに理毅され 現在，内評屎熟装歪疇l1御/;)次の2原則に
た内1を糸勺／0“n(])）＼。1プヘの室1勺空辰 Jって史施されているt(/)が'91'・
粥剃眉環I:Jって勺‘①れる． (1) 蓄熟：温＇釦内気温が一定印に（たと
蓄然楳体としてのエの珈謁牛は比較的小 えば25t以上）になると、蓄熱のたrf)Jご然
、ヤい CI~51(W．m-1 k一＇）叩'’，一方で/;/', 交挽婆岡をIf柘する．
蓄烈部介の外1昔1に函，熱叡J必＇挙と Lないえl,§ (:Z) 枕熟：温空内気温が一定雁以下（たと．
I 
があるが、 1巴方てはハ°1フ゜厨姐／0～／5畑n えば12 ℃以下）に謬と，放焦のために熟
:J のL釈のみ届・校釦切‘されるため．温を 灼鼓量乞1F柘する．
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上記2烈＇］に巻→いて熟交挟環置を i乍tヵ、ヤ芭
たとぎ雌絞段量は送凩世釦｀ 、一定であると
すると， I313熟交挽器出入口空気のエンダ）し
ピ差（栢位n可い場合は加品差）に比別する
とみ□‘して良い。すなわち，出入口のエン？
JLピ差がゼロ1：：近い明IJ国 ‘1：：東熱接歪のエ
ンダ）しピ知半ゃ瓜和吠であ，ても，又蓄
疇の容が文であっても，熙交段免I訓、さ
い。すなわち，然交挽のたのの送底環合さ
鴨懃力が有加：：使われない。唇奴／ごId,2 
のようり、熱郊鳩疇譴厨＇よく見られ
る．
熟交換出入口空気の気温羨(jr：：IIIンダ
)Lt'差）を考慮↓た制卸法
上述の昴笑に基づ,1,熟交摂交h(1)工ンダ
ルビ差（また1J気温差）ど考慮；，した献l御法乞
紐図として図?I菰す。図8中に用いられ
ている記考の危味及紅＂殺植 1が1す表7て掲IT吟
収ている．図りにホLた剌卸法を採用するごと
1：：よ可、第11ご魯掏およひ夜向における魚
約叫紋挽約を（底麟）の1F勃がな（か），
昂21墳夜向におげる淘烈雹曲影讃と内即菜
然交根装歪び冷珪的同研逹転が可能／2なる．
すなわち，本方法によれば、両者をう虹立1:毘
転Lても、 P笈房4知‘ら(1)粍樵が!呟段装虻に
ょ汀蓄然槽へ移籾するような，不合理1むE
四い。第31ご．上記同時逹転1立リ，夜向
におlする府釦啜文限／ごなされ、その「謹泥
滉が1兵下するのて、翌朝および日中の苫然量
が大となる．第4-1ご‘.t詑同叶れ豆許亡1;t＇’
温凩瑶房掛の糸世（希大熱邸）のI9、ヤいも
のを設置することがで、うる (1)t'〗筵転帝Iずか
'Iでなく初麟筍も＇グなくてすも
従来呻I往琺（ B良房扱び絞挽万‘バの同
呼逹転芝許、りない制御法）で'IJ弟1に，夜阿
にあげる放糀量が'')｀ばいた/)1ご，温凪嗅房陪
(J)宦曲消令和吠．となる．第:21ご、そのため、
9芭恥fi下が少なくな‘I)，翌8の昼間のもヵ
粕食当＇）の蓄熟せが＇ゲなくなる．桔局，厘液
只1:勉力消舟量当1)の然交換n切刀くば，
てLiぅ．
8．内麟麟温窒の麟犀1正
内評財練置の翻浅径譴温度1J，検迎
のヒート寸、0、Jプ方式乞硫いて11，蜃洞IJ)'呈滋
殷応籠 (1乍 I勿 Iばらず約〖ダじ土 5 ℃)を超
えるごとはて、きない。 1巴方，夜向l1)窒温設定
値は表81こ殺1直fij,Jを示すように、 iF物によっ
て異は｀ る．．詳し＜言えば、そ中は、品複年
型，生育段階り．どによ，ても哭ばる。
a)夜／句設定笙溢と蓄・方烈熱骨
園限熱装墨の蓄・粒熙昔を大とする1ご,;i
縁帽院窒温較笈nゞ丈てなりればならない，
（衷9参庶）。内囀然だけて雄特L得る杖
向平均窒温1;!,閑東J、J.西太平；紐1の二層低温
刀ー テン温窒においては、 8℃前後てある．
史尻，トマト9'/7うメ｀:,.-rJ‘どは陀中柊交1癸
温を1:J匁補助睛府を用いずi：：甜培、mれて
し1る．
千ュウ'l、ナスなどのように莉暉笈生温
／ 2 ℃前後を硲悪とする1白沢｀ ぼ、上杞と同
じ希件•て．．，暖房用室ぅ由節痰半IJ杓50 幻訊
である．ご収IJ,殷定を温が品いから壁函h‘
ら疇向放椛をn‘.i彰こする「：：のだLJでなく，
蓄然磋体と空内空気との昼札(/)f紋挟モが少
均‘く可るかりでもある，更に、花阿笙温h¥,’
裔 I/'..，床面におTる屯中i烈然和叫、さいn‘
まだは、負となリ、それ「：：91れ哨房負荷硲増文
する（表 9参照）． Lr：h¥｀って，ピーマ':,,,
メロンなど0'1ように，千ュが1よリ夜m餃定
室混の沿いi芦 Iご陪lして，ー 船祁）内邦央熱型
簑笹を利用するのIJ本賀的肛忌荏がある． 2
れは、たとえ，エア刀ー テン方式を採用して
も，原理的に,r同じである．一般に，夜mt
定度温h喝 ¥Iほど某・放熱量は少なくなるP‘:
和喝Iiこは内部来然摂罰のコストは沢Lて1',
<1JrJ‘ぢず，逆に， 1tiくなる2とすらあるご
とに注忠すべ、きである．
粋芍＇述べたごと IJ,地下水か！用屈品を晴
房1てもほぼ当て1JJる．
? ― ?
?
? ?
?ーー
???
，ー
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も）＇変温管理
内部集然型接涅IJ)和諷1本温,t,一般1：ヽ
午使3～午明の条然終了吋れに最高とな').
日ぅ罪賄後の放然刷始好，百、打‘引恥屈切棘l:n‘
けて況第1ご1さ下する．
今、夜向笙温i咬直が日知‘ら日出まで一
定てあるとすると、外気温n清嗚となる日出
前に蓄然吐体の羞庁も景1区とな‘'），即IJ勝房
に頼ら、ぅ＂るを丹ないごとヵ＼・ウ I’。もし，夜向
の平均室溢が・一疋1!J.-).tであれば、 ダ刻n‘ら
日出1：が1て次第1ご笙温を1き下してt良い{/)
であれは＇，内部某然装荒 1J)昔・放然量/j相当
に増文すると考えて知ヽ ．
更l：：、昼m咲熟量を増文 Lようとすると
昼の殺だ笙過を（さくせ、ヤるを得りぃ．哭尻
集然能力1J)沿い即謀然綬壼て昼町1項熱す
ると笙涵ItLIずし,no・c以下となり，媛畳
のON/Offとくり返すごとになる。 2/J)埓．
栽培者は，昼利雌筵窒温を｝乍吻王角と咲房
伶約昧‘という両釦‘らえかなlすればぃlrぃ．
2の親§,I2立..,て，昼夜噌鎚窒場を決定す
る「：：のの栽培試験が今後窒要となろう．
C) t ートボ ✓ 7'方式
夜向藉疋窒温If)沿い1F物を内部集熟型進度
て＇莉培する IごIJtート91、・:,7’⑬ l用h而渇的
であると考えられ面狭．尻回、およひ＂日本
で暉康噸め叫れている．筆届“の研究
ては，逆転伯9ご閑Lて1Jt-ト,1．レ7”和1用『）
方が咆油暖房よ＇）も序価であるという怜暦 i
て判明し「：：hゞ＇、実用化にはしばらく時盾 l"E要
Lそうである．
1.約湛環吃
暖房奇節版1J)r：り）に1知温を徹速し，かつ，
噌阻然芝行なうと，遥’主内Iげ噂I:rJ‘J)や
すく，それn潰告9発やJl⑯ If)訥図となると
言われている．と、>ろP‘,'「夕灌」とは、表10
（諏すように，色々ば意味に用いら収その
印勿への籾釦厨訳あ＇），不明な‘庶、が＇勾↓ I 
ようである． rタク湿」の作、因とその年功への
影響侭Iごよ')"//)対処法が長なるIf)て＇’,その
囚来廊糸に閉する一層の研究的もが’れる．
弓I
? ? ?
献
1)三原k杖揺着， 1HO:温室枝計の巻虎
と繹、，養賢堂， 273I'I'•
;z）岡日益已，／？？／ ：新熱保温枝1行の内赳
点、，日本農見気象序会印暉芸研虎坪会
弟1回研究笈会（．省エネJL1＇温空へのア
プロー チ）， ／ ／-;1.3, 
3) 農林水座省農材9K和加会t~紐餞 J'l?O:
岬印雌エネル芍＇莉詞，農林水産
牧貯暉麟、 308pp.
4)古在翌街， I9~ I :,良房負荷の昇定虹
伝即諸元m町腿，良及囮、 5i,¢.13 
一ヽlo'.
5)古圧翌祐I・ 林其紀丈， J'li'/：堆エネ1し
＂に加環由珊，印連］芸省 l.ネ）し
＂仔 1さ炒 3'日賛i渾l芸協会，
:Z';-55. 
り高倉蒻)i, J q So ・.施設農東への析エネ
1しi"利用， 7グテ7）ラステム， 705/'f
上~一・‘
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レペル 1 しベル 2 レベ lし4
? ??，?
っ
保温技術
? ?
保温比哨丈
凹L 1茉温技府の階希揖造直広／9S'I)
??
?
(om) 
，??
???
?
? ?
?〈?
図73号之中然を喚ハウスの樟造（山本碓二郎）
縦甜回
??
島⑱凰に
様莉図
皐空気
焦色虚ビ和ー フ＇
12, 5 
水丑＿L生上ど
逸9月塩t'J-ュ-7"
o, 6 
図8
（単位： m) 徘気ロ
強活遥駆蓄熟式内坪央然型
尽噸紳，用咲房方式の杵理図
（舌rE杯．奥天．ItJ'I) 熟交す杞瑛梵出入1Jヽ
気温注と考應，した
酬訥恥既峰流峨 9)
回中り祝号八恥えば表ll;，T、してある．図中のフ，ンとIJ然受／枢7？ンと危，吐Tる、，怨交茂7,
ンI鱈'1乳I!：店＇成妍委］，て 1しこ1:独立iか），；；；；放＇屈籾 t，磯叫誼饂IJ四幻闊託）火ト
yー・「る r,[ー'，`砂，ー：＇！ ＿ I 
： 
I •~• -- •--—-• ~•一
図9
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表1.
花
阻芸花穀釘莉，噸房面請および｀ 年内る油消舟量
!930斗股虹材邁繹顛羞
石油使用モ
油fil'r
（千絨I年） （f， 如. fItoa.1年）
!48 6. I 
30! 7.5 
!!5 !6.0 
2&._ __ _j_J_,_L__ _____ -
930 9. l 
35 6.6 
4I I5.3 
43 2!.6 
97 l3, 6 
216 !2.6 
?
? ? ? ? ?
?
? ? ?
?
? ? ?
???
，?，?
? ?
?
? ??
??
＇トマト
和ウ＇）
ビーマ‘ノ
その他
齊莱計
キ 7
h ーネ—=／ョ‘/、一ハつ
彗t ピフトウ
髯；
社
?
? >し l l,2り130, 1 1 9 13, 2 1 7 
8.2 
18.6 
8ふ
Hi8 1?．n 
I,29り IO.2 
? ? ?
?
(C’ 
，?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
? ? ? 、 ?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ． ? ．
? ? ?
????↑
?
??????
? ? ?
???
•C
むk113
入A
入
H
????
俎坐如牢糾
~1l-f'l'X
｀艇鉗咲
?????
?
???
?
????、???
?????．?? 、?
??
???
??
、 ? ? ?
? ?
， ?
? ?? ?
?
? ? ―
甘脱佃脱烹•食し互
'U`ii
叩内釈
?? ｛?
?
． ? ｛ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
ょ??
? ??
? ?
?
??
?
?
?
?「?、，??
??
??、??ュ、?。?
? ? ? ? ↓
?（ ? ? ?
?
??
???
?． ? ? ? 、
? ?
? ?
? ?
?
?
? ?
? ? ー
????
?
? ?
?
???
?
?
????．
??
? ? ? ｝
? ?
? ? ． ?
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? ? ，
?
）
（ ? ）
???
???
?? ? ? ?
?
ー? ．?????????
?
? 。 ? ?
?
??
c, 
???
?
? ??
?
??（??）??
?
?? ?
? ?
?
? ? ?
?
?
? ????
??
xK]
涵~史内．
9
??
? ?
???ぃ?
?
? ?
?
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表4
? ??
）?? ?
被覆材の桂穀・そ閉覆月法と熱貫決率（岡田， ,no一部慢更）
祓畏方法 抜 艮 ＃ ぼ|(k』渭面来り、_半, ・t;'一が軒ラ液ス名のU回)足比
回定逹被覆 がうス窒 5, 3 1.00 ピ｀一ー）し）＼ウス 5.7 1.06 
固定二宦榜履 n’'うス，塩化ビニー ）しスルム 3.2 0,60 
ボ'1工十しンフ1ルム 3.り n cc 
3.7 0.70 
3,4 0.65 
展ー可『n/J与‘I 4.0 0.75 
3.2 0.60 
2.7 0.50 
2.7 0.50 
ポ＇）I-j-レンフ1ルムニ層 2.9 0.55 
ニ危社nnーテ； 汀、゜リエ孔‘屈）しムtアIしミ森羞フィIU.. 1.9 0.35 
砂工今し‘／フ）u.+アIL這ー心ト?)リIエし弁ムJ｀ I.9 0.35 ラミネ
ダト面祖濱（可も 温宦用ワうコモ（メロン温＇宦用） 2.I 0.り〇
歴9濯麟 発氾スチし｀ JA°しット（忍さ／0叩） nてQ n.OZ.— 
三亨）
| ！ 
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?、
弦制送凪水蓄熟方式‘([)熟符I缶規'I定1列（占伝ぶ屯要犬／W)
（図8(J)痰盟（稿料t8卜',I）と点面請忍ふ元壁面積{1-/Sかの
二層祓覆，熙na温n‘'うス窒I:;_碩1蒲レた為合）
日付 史蓄熟童 景危窒温翡fも外気温晶温丈度月差外 放毬量 門外硝寸天1 打
叫ヴ1/が叫仰吟月曰 砂岬XI; 。C じ゜ 。し
I 5 怯哨 59 8.5 -2, I !0.9 57 2070 
6 ．， 56 8.6 -2. I IO.8 53 2!00 ， ，' 48 10.2 1, 3 9.lJ 4 I 2000 
I ' り5 8.2 -3.8 13、5 58 2り57
l2 ＇ り5 7.2 -3.8 !3,2 5り 2031 2り曼') 38 9,5 l.3 9.7 3 I ・ I5り0
25 ,， ゜9.5 2, I 8 A 10 !370 31 ，I知嗜 67 12.0 0,0 Iq.o 61 256り2/ I み内れ． ゜9,2 0.0 11.0 28 2り52 快嗜 78 I0.7 0.0 12,4 55 2919 7 試 28 !0.7 -I.2 12.0 43 1620 8 74 12.0 -1.2 I 3.2 62 2715 ，冷
ク 62 12.2 -0.5 13.2 60 2672 
?，?
??應睛打ー テ‘1日中向最低を温の出現は最1E外気温の出現と同呼てない。
??
表7.回2て用Iられている記号の急味と数値1列 表8
度数i詑号 音~ 吐 四紐j9’l 平均
Ts 蓄熟用佑設足窒逗 1°F物 1'f.型 下，女王限？ 
.t限ぇs•¢ 室濡 』免上-ン-辺O 
TR 放然南始イ穀プ足出距温 l2•¢ し1i;さ 1足氏‘
土． I皿
6° C 2° C IO° f, 
TD 地中｝ゞ 入口既温差殺定匝 2•¢ トマト 1足熙 8 5 15 
t l 蜘嘔 1 5心、ぎpがIi試 12 ，18 
i2 叶門向島 2 3%；＂ nす1畠足内樹‘ 12 8 16 8 i 饂加1i 芯ぶ¢ | t!.マ‘./ I 7 IO 20 
碍 茫中）ゞ イプ出入口気溢差計迦l龍ダ¢ すメいロか‘J 17 I l 20 18 16 20 
i乍杓別夜間設定室澤の数1ダ1
(19)/'1年農臼網査にもと）＇<)
??
??
． ? ?
?
?
??
表9．使間餃足窒温．P、国熙モ，熟砂哉ギ1汲ぽ｀ す影響
激1直I誌・考度球に立づ｀ くもIf)であ＇）．考え方も戸 I：：す、ゞない．
惇物
マト キュウ＇
25 25 
8 ]2 
17 ]3 
TOO 76 
20 IO 
120 86 
]20 180 
0 93 
IO り8
昼叩筵室温 (°C)
疲叩訊を温（゜ C)
尽夜度汲較差(A)-（B)
百而文可能装置蓄熱そば的、1』)
最詞『き床面蓄，熟世（担汀•1&.)
最大可訳玲蓄熟董 (D)+(E)
壁面庶稔澄（加直）
Iら‘索補助熟希
熱fl'栽ギ IOOx(H)／（G)
???
』ー
? ?~~． 
?
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